
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
か
ら
の
生
徒
は

約
９
割
で
す
。

な
ぜ
市
外
の
高
校
に
行
か
れ
る

の
で
す
か

　
市
内
の
高
校
を
選
択
せ
ず
、
三
田
市
内

の
高
校
や
柏
原
高
校
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
市
外
の
高
校
に
進
ん
だ
生
徒
へ
の

聞
き
取
り
で
は
、三
田
市
内
の
高
校
は「
学

力
、
進
学
実
績
」、「
明
る
い
雰
囲
気
、
校

舎
が
き
れ
い
」、
柏
原
高
校
は
、「
希
望
の

部
活
動
が
で
き
る
」「
駅
に
近
い
」こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て

き
た
の
で
す
か

　

県
立
高
校
で
す
の
で
、
兵
庫
県
が
校

長
、
先
生
方
を
中
心
に
高
校
を
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
市
内
の
高
校
が
大
き
な
定
員
割
れ

を
し
て
い
る
状
況
は
決
し
て
好
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
と
し
て
で
き
る

だ
け
の
応
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
市
内

高
校
の
進
学
や
就
職
の
実
績
の
発
表
や

部
活
動
の
活
躍
を
で
き
る
だ
け
取
り
上

げ
た
り
、「
そ
れ
、
丹
波
篠
山
で
も
で
き

る
で
！
」と
題
し
て
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
を

は
じ
め
、
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
、
通
学
が

便
利
に
な
る
バ
ス
ル
ー
ト
を
見
直
し
た

り
し
ま
し
た
。
小
規
模
校
の
篠
山
東
雲

高
校
へ
は
生
徒
た
ち
の
活
動
も
支
援
し

て
い
ま
す
。

篠
山
産
業
高
等
学
校

　
市
内
高
校
の
中
で
は
、
生
徒
数
が
比
較

的
安
定
し
て
い
ま
す
。
機
械
工
学
科
、
電

気
建
設
工
学
科
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
農

と
食
科
の
職
業
科
４
ク
ラ
ス
で
す
。
大

学
進
学
と
就
職
が
約
半
々
で
す
が
、
専

門
性
を
生
か
し
た
進
学
実
績
や
、
就
職

で
は
市
内
外
の
企
業
・
事
業
所
か
ら
高
い

人
気
が
あ
り
ま
す
。
野
球
部
の
監
督
に
長な

が

澤さ
わ

宏ひ
ろ

行ゆ
き

ス
ポ
ー
ツ
振
興
官
が
就
任
さ
れ
た

こ
と
で
、
甲
子
園
を
め
ざ
す
地
元
の
子
ど

も
た
ち
が
集
う
よ
う
に
な
り
、
期
待
を
集

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
１
学
年
４
ク
ラ
ス

で
、
１
６
０
人
定
員
の
と
こ
ろ
、
３
年
生

１
３
３
人
、
２
年
生
１
４
５
人
、
１
年
生

１
４
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
生

徒
が
半
数
、
丹
波
市
や
三
田
市
か
ら
の
生

徒
も
半
数
で
す
。

篠
山
東
雲
高
等
学
校

　

篠
山
産
業
高
校
東
雲
分
校
か
ら
、
平

成
23
年（
２
０
１
１
）に
独
立
校
と
な
っ

て
14
年
目
で
す
。
定
員
40
人
の
１
ク
ラ

ス
、
地
域
農
業
科
で
す
。
当
初
は
定
員

を
満
た
し
、
勉
強
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で

レ
ベ
ル
の
高
い
生
徒
の
活
躍
も
あ
り
、

農
業
面
で
は
全
国
的
な
活
躍
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
最
近
で
は
、
少
人
数
を
生

か
し
て
、
そ
の
能
力
を
伸
ば
せ
る
、
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
の
定

員
割
れ
は
大
き
く
、
現
在
１
学
年
が
１

ク
ラ
ス
40
人
定
員
の
と
こ
ろ
、
３
年
生

30
人
、
２
年
生
21
人
、
１
年
生
15
人
と

ふるさと一番会議で

３高校の未来を考える
　市では、５月８日から６月22日までの間に、市内20会場において「ふるさと
一番会議」を開催しました。
　大きなテーマは、「市内３高校のあり方」と「地域医療」でしたが、ここでは活発
なご意見をいただいた「市内３高校のあり方」についての議論を分かりやすくと
りまとめて紹介します。� 問い合わせ　総務課☎552-5111

３
高
校
は
宝
で
す

　

丹
波
篠
山
市
に
は
特
色
を
有
す
る
県

立
の
３
高
校
が
あ
り
ま
す
。
篠
山
鳳
鳴

高
等
学
校
は
、
１
５
０
年
の
歴
史
を
持

ち
、
卒
業
生
は
各
界
で
活
躍
、
そ
の
名

は
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
篠
山
産

業
高
等
学
校
は
、
地
域
を
担
う
多
く
の

人
材
を
輩
出
、
専
門
的
知
識
や
技
術
を

学
び
、
市
内
外
の
企
業
か
ら
高
い
評
価

と
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
篠
山
東
雲
高

等
学
校
は
、
農
業
や
自
然
環
境
の
取
り

組
み
で
活
躍
し
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

３
高
校
の
現
状
は
ど
う
で
す
か

篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校

　

平
成
29
年（
２
０
１
７
）か
ら
１
学
年

５
ク
ラ
ス
が
４
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
最
近
の
定
員
割
れ
は
大
き
く
、
現

在
、
１
学
年
４
ク
ラ
ス
で
１
６
０
人
定

員
の
と
こ
ろ
、
３
年
生
１
１
３
人
、
２

年
生
１
２
９
人
、
１
年
生
１
２
６
人
、

市
内
か
ら
の
生
徒
が
約
８
割
で
す
。
篠

山
鳳
鳴
高
校
で
は
、
毎
年
約
９
割
以
上

の
生
徒
が
大
学
や
短
大
に
進
学
す
る
な

ど
高
い
進
学
率
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、

今
春
か
ら「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
求
科
」が
ス

タ
ー
ト
し
、
新
学
科
で
は「
単
位
制
」が

導
入
さ
れ
、
よ
り
自
由
に
学
び
た
い
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

兵
庫
県
の
発
展
的
統
合
計
画
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

　

令
和
４
年（
２
０
２
２
）３
月
に
、
兵

庫
県
で
は
県
立
高
校
教
育
改
革
第
三
次

実
施
計
画
を
策
定
さ
れ
、
発
展
的
統
合

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
望
ま
し
い
規
模
は
、

少
子
化
に
あ
っ
て
も
多
様
で
活
力
あ
る

教
育
活
動
を
期
待
す
る
た
め
、「
普
通
科
、

総
合
学
科
で
１
学
年
６
～
８
学
級
」「
職

業
学
科
で
１
学
年
３
学
級
以
上
」で
望
ま

し
い
規
模
と
な
る
よ
う
、
発
展
的
統
合

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、「
丹
有
地
域
で
４
校
を
２
校
に

す
る
」こ
と
を
令
和
７
年（
２
０
２
５
）に

公
表
し
、
令
和
10
年（
２
０
２
８
）に
統
合

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
の
市
内
の
生
徒
数
の
見
通

し
は
ど
う
で
す
か

　
市
内
の
中
学
生
全
体
の
数
は
、
残
念
な

が
ら
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
約
50
年
前
に

は
１
学
年
で
８
０
０
人
以
上
あ
っ
た
も

の
が
、
30
年
前
に
は
５
８
０
人
、
10
年

前
に
は
３
７
０
人
、
現
在
は
３
３
０
人

で
す
。
こ
れ
が
さ
ら
に
、
今
の
出
生
数

か
ら
推
計
す
る
と
、
10
年
後
に
２
４
０

人
と
な
る
見
通
し
で
す（
移
住
な
ど
に
よ

る
転
入
者
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
）。

３
高
校
を
こ
の
ま
ま
存
続
で
き

な
い
の
で
す
か

　

令
和
４
年
に
兵
庫
県
か
ら
県
立
高
校

の
発
展
的
統
合
を
進
め
る
方
針
が
出
さ

れ
、
来
年
に
は
丹
有
地
区
、
そ
れ
も
、

丹
波
篠
山
市
で
統
合
計
画
が
公
表
さ
れ

る
見
通
し
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
３
高

校
の
存
続
は
不
可
能
と
言
え
ま
す
。
県

内
を
見
て
も
、
１
市
に
３
校
あ
る
の
は

極
め
て
珍
し
い
も
の
で
す
。

市
か
ら
統
合
の
話
を
し
な
く
て

も
、
県
の
発
表
後
に
す
れ
ば
よ

い
の
で
は
な
い
で
す
か

　

兵
庫
県
の
発
表
が
あ
っ
て
か
ら
で
は

既
に
遅
い
の
で
す
。
賛
成
や
反
対
を
言

っ
て
も
通
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
県
立
高
校
の
あ
り
方
は
、
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
た

め
、
で
き
る
こ
と
な
ら
市
や
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
さ

れ
た
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か

　
１
校
に
統
合
す
る
と
し
た
と
き
の「
校

舎
の
場
所
」と「
校
名
」に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。
校
舎
は
、「
篠
山
鳳
鳴
高
校
の

場
所
」「
篠
山
産
業
高
校
の
場
所
」「
新
し

く
篠
山
口
駅
近
く
の
犬
飼
・
初
田
地
区
」、

校
名
は
、「
丹
波
篠
山
高
校
」「
丹
波
篠
山

総
合
高
校
」「
鳳
鳴
義
塾
高
校
」が
候
補
に

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
意
見
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か

　
統
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
定
員
割
れ
の

状
況
と
将
来
の
生
徒
数
を
見
通
し
た
と

き
、１
校
に
統
合
す
る
こ
と
に「
賛
成
」「
や

む
を
得
な
い
」が
多
数
で
、
１
校
に
し
て

魅
力
あ
る
高
校
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
学
力
と
と
も

に
社
会
で
活
躍
で
き
る
力
、
小
中
高
の
連

携
、
英
語
な
ど
の
国
際
教
育
、
普
通
科
と

職
業
科
の
選
択
制
、
部
活
動
の
活
性
化
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
篠
山
鳳
鳴
高
校
の
関
係
者

か
ら
は
、「
長
い
歴
史
を
閉
じ
る
」こ
と
に

抵
抗
感
が
あ
り
、「
定
員
割
れ
も
克
服
で

き
る
」と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

篠
山
東
雲
高
校
の
関
係
者
か
ら
は
、

「
篠
山
東
雲
高
校
が
な
け
れ
ば
、
入
学
す

る
高
校
が
な
く
な
る
」「
学
力
や
偏
差
値

だ
け
の
社
会
で
は
な
い
。
立
派
な
社
会

人
を
育
て
る
篠
山
東
雲
高
校
の
存
在
は

大
き
い
」と
、
強
く
存
続
を
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
校
舎
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
校

舎
が
建
築
さ
れ
る
と
そ
れ
だ
け
で
魅
力
が

高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
土
地

の
確
保
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
駅
付

近
に
開
校
し
た
場
合
、
市
外
や
丹
南
、
今

田
地
区
か
ら
は
近
く
な
り
ま
す
が
、
市
の

東
部
か
ら
は
遠
く
な
り
、
交
通
の
便
も
確

保
が
必
要
だ
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
名
に
つ
い
て
は
、
特
に
意
見
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か

　

今
後
、
高
校
を
選
択
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
な
ど
、

若
い
世
代
の
ご
意
見
を
さ
ら
に
伺
っ
て

い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
が
集
約
で
き

れ
ば
、
大お

お

上が
み

和か
ず

則の
り

県
議
会
議
員
と
歩
調

を
合
わ
せ
、
兵
庫
県
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。
集
約
で
き
な
け
れ
ば
、
兵
庫
県

の
判
断
に
委
ね
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

「
市
内
３
高
校
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
、
市

内
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
１
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今田保育園と今田幼稚園が統合して誕生した「こんだ認定こども園」。７月１日
から、69人の園児たちが元気に登園しています。新しい園舎で元気いっぱ
いに遊ぶ子どもたちとともに、こんだ認定こども園を紹介します。

問い合わせ　保育教育課☎552-1115

こ
ん
だ
認
定
こ
ど
も
園
完
成

　

７
月
１
日
、
今
田
支
所
近
く
の
駐
車

場「
森
の
た
ぁ
み
な
る
」跡
地
に
、
こ
ん

だ
認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
園
舎
は
木
造
平
屋
建
て（
一
部

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）で
、
定
員
は

１
２
０
人
。
市
内
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

を
使
用
し
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

室
内
と
な
り
ま
し
た
。
園
庭
に
は
天
然

芝
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
安
心
し
て
走
り

回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
田
保
育
園
と
今
田
幼
稚

園
が
統
合
し
た
こ
と
で
、
０
歳
児
か
ら

５
歳
児
ま
で
が
通
う「
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
」と
し
て
一
新
。
幅
広
い
年
齢

の
子
ど
も
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、

き
ょ
う
だ
い
が
い
る
家
庭
の
負
担
も
軽

減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
、５
歳
児
の
預

か
り
保
育
ま
で
の
バ
ス
移
動
が
不
要
に

な
っ
た
ほ
か
、
毎
月
第
1
水
曜
日
に
就

学
前
の
未
就
園
児
が
遊
び
に
こ
れ
る
園

庭
開
放
も
予
定
。
幼
保
一
体
と
な
っ
た

こ
と
で
、
み
ん
な
に
う
れ
し
い
子
育
て

の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

エ
コ
な
５
つ
★
獲
得

　

こ
ん
だ
認
定
こ
ど
も
園
は
、
市
内
の

公
共
施
設
で
初
と
な
る
Ｂベ

ル

ス

Ｅ
Ｌ
Ｓ（
建
築

物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度
）の
５

つ
星
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
建
物

の
省
エ
ネ
性
能
を
表
示
す
る
も
の
で
、

星
が
多
い
ほ
ど
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

少
な
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　
こ
ん
だ
認
定
こ
ど
も
園
の
園
舎
に
は
、

木の香りに 
包まれた園舎
木造平屋建ての園舎に
は市内産の木材を利用。
木の香りにつつまれた
あたたかみのある室内
になりました。

省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ

ス
テ
ム
、全
熱
交
換
器
、人
感
セ
ン
サ
ー
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
太
陽
光
発
電
、
複
層
ガ

ラ
ス
な
ど
を
採
用
し
、
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
省
エ
ネ
性
能
が
高
い
と
、

光
熱
費
の
削
減
に
な
る
ほ
か
、
建
物
内

部
の
温
度
変
化
を
抑
え
ら
れ
て
、
よ
り

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エコでやさしい、みんなにやさしい

天然芝で気持ちのいい園庭
子どもが安全に遊べる天然芝の園庭。
走り回って転んでもけがをしにくく、
天気のいい日は日向ぼっこもできます。

森のたぁみなる
の樹木を活用
こども園決定に伴い
取り壊しとなった「森
のたぁみなる」の樹木
を活用し、ベンチや
積み木に。

今田ならではの意匠
門には丹波焼の陶板を。玄関には今田保育
園から引き継いだ、園児が乗れるサイズの
丹波焼のアンパンマンがいます。

つながりを大切に
　子どもたちが安心して過ごせる場所に移転でき、幼稚園と保育園
が統合したことで保護者の負担も小さくなりました。
　運営にあたっては、今田の地域性を生かして小・中学校とも連携
していきたいと考えています。今年度からこども園と小学校で学校
運営協議会を立ち上げたので、保護者会、地域の方と一緒にこど
も園を盛り上げていきます。「子ども一人ひとりを大切にし、保護

者から信頼され、地域に愛され、共に育てる『共育』」を理念に、
笑顔と笑い声があふれるこども園をめざしていきます。

こんだ認定こども園 園長　酒
さ か

井
い

 美
み

世
よ

子
こ

1

23

4

とある２歳児歳児さんの１日

8:45

10:00

11:20

12:45

15:00

16:00

登園

みんなの時間

お昼ごはん

お昼寝

おやつの時間

降園

こんだ認定こども園保護者会 会長

岸
き し

野
の

 遥
は る

香
か

さん

　こんだこども園は地域の方が声をあげたことから始ま
りました。園内には地域の方が作ったベンチや丹波焼の
ものがあり、地域に支えられているなと感じます。

　子どもたちには、芝生や木のぬくもり、
今田のものであふれた園舎で過ごすこと
で、ふるさとを大事にする心を育みなが
らのびのび育ってほしいです。

積み木

ベンチ
モッコク

クリ

クスノキ

今日は
異年齢交流！
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高
脂
血
症
な
ど
の
リ
ス
ク
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生

活
習
慣
病
が
進
行
す
る
と
、
心
臓
や

腎
臓
、
脳
の
血
管
が
傷
ん
で
き
ま
す
。

健
診
項
目
で
は
、
心
電
図
、eG

FR

、

尿
蛋
白
、
眼
底
検
査
に
あ
ら
わ
れ
て

き
ま
す
。
は
じ
め
は
ど
れ
も
ち
ょ
っ

と
し
た
異
常
で
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
結
果
に
よ
る
と
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク（
肥
満
、

高
血
糖
、
脂
質
異
常
、
高
血
圧
）が
ひ

と
つ
も
な
い
人
は
全
体
の
わ
ず
か
２

割
。「
自
分
は
健
康
だ
」と
思
っ
て
い
て

も
約
８
割
の
方
は
い
ず
れ
か
の
リ
ス
ク

を
持
っ
て
い
ま
す
。
健
康
を
守
る
た
め

に
は
先
手
必
勝
で
す
。

本
市
の
受
診
率
は
県
内
38
位

　
令
和
４
年
度
の
本
市
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
特
定
健
診
に
お
け
る
対
象

者
は
６
，２
４
３
人
で
受
診
者
数
は
１
，

９
４
２
人
。
受
診
率
は
31
・
１
㌫
で
県

平
均
を
下
回
り
、
県
内
41
市
町
中
、
38

位
と
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
男
女
別
・
年
代
別
で
は
、
男
性
の

受
診
率
は
低
く
、
男
女
と
も
40
代
と
50

代
の
受
診
率
が
低
い
状
況
で
す
。

「
特
定
健
診
」で

か
ら
だ
の
声
を
聞
こ
う

　

特
定
健
診
と
は
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
健
診
で
す
。
血
圧
測
定
や
血
液
検

査
、
尿
検
査
な
ど
を
行
い
、
生
活
習

慣
病
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
や
重
症
化

予
防
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
食
事
や
運
動
、
ス

ト
レ
ス
、
睡
眠
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど

の
生
活
習
慣
が
影
響
し
、
発
症
す
る

病
気
の
総
称
で
、
死
因
の
上
位
を
占

め
る
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
な

ど
の
生
活
習
慣
病
が
原
因
と
な
り
ま

す
。
生
活
習
慣
病
は
ほ
と
ん
ど
症
状

が
出
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
た

め
、
気
付
い
た
と
き
に
は
、
病
気
が

進
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
健
康
状
態
を
把
握
し
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
病
気
の
発

症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
診
結
果
の
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
特
定
健
診
で
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

　
日
本
人
の
死
亡
の
６
割
は
生
活
習
慣
病
が
原
因
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
自

覚
症
状
が
な
く
少
し
ず
つ
悪
化
し
、
重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に
、
１
年
に

１
回
は
健
診（
検
診
）を
受
診
し
、
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
７

受
け
な
き
ゃ
損
！

特
定
健
診
・
が
ん
検
診

データで見る
健診（検診）の受診率

　
40
代
は
体
に
見
え
な
い
変
化
が
現
れ

る
年
代
で
す
。
自
分
の
体
を
過
信
し
な

い
で
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
た

め
に
も
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

が
ん
を
恐
れ
ず
、
早
め
に

検
診
を

　
市
で
は
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
の
６
種
類
の
が
ん
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
は
、
が
ん
を
早

期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
行
う
こ

と
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
本
市
の
死
亡
原
因

の
第
１
位
は「
が
ん（
悪
性
新
生
物
）」

で
、
２
位
が「
心
疾
患
」、
３
位
が「
老

衰
」で
す
。
が
ん
は
21
・
９
㌫
で
、
約

４
人
に
１
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
の
中
で
は
、
肺
が
ん
、
胃
が

ん
が
死
因
の
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
は
40
代
後
半
か
ら
、
発
症
リ
ス

ク
が
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
初
期
に

は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
検
診

な
ど
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
発

見
さ
れ
た
と
き
に
は
す
で
に
進
行
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
、
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
体
の

変
化
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
市
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
県
平
均

と
比
べ
て
高
く
、
が
ん
へ
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
が
ん
を
克
服
す

る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
早
期
発
見
、
早

期
治
療
で
す
。
が
ん
を
恐
れ
ず
早
め
に

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

丹波篠山市の
主な死因別死亡数の割合

保健統計年報を基に作成

　死亡原因の第１位の悪性新生物（が
ん）、第２位の心疾患、第３位の老衰
だけで、丹波篠山市民の死因の50％
を超えています

　サラリーマンのときに糖尿病を発症し、
さらに健診で緑内障も発覚しました。そ
の後、体の調子がおかしいと感じ始め、
そこから毎年、健診やかかりつけ医で検
査を受け続けています。検査値に異常が
なければ、とても安心します。
　健診は近くで受けることができ、時間
もかかかりません。「健康は自分で守る」と
いうことが大切です。ご自身のため、家
族のためにも、年に一度は健診を受けて
いただくことをお勧めします。

松
まつ

尾
お

隆
たか

和
かず

さん

健診健診
予防のため
に健康状態
を調査する

検診検診
特定の病気
に絞って調
査する

悪性新生物
（がん）
21.9%

心疾患
16.9%

老衰
15.4%

脳血管疾患 8.2%
肺炎 5.8%
不慮の事故 2.3%
その他 29.5%

悪性新生物
（がん） 21.9%

心疾患 16.9%
老衰 15.4%

特定健診受診率

出典：保健統計年報

（％）

胃がん 大腸がん 肺がん 子宮頸がん 乳がん

丹波篠山市 県

0

5

10

15

20

25

がん検診の受診率（R4）
出典：厚生労働省 特定健診・保健指導実施状況

（％）

R2 R3 R4
29

30

31

32

33

34

35
丹波篠山市 県

特定健診

受診者の声
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今後の健診日程・検診項目の  お知らせ 市と指定医療機関が実施する健診の日程と検診項目は以下の通りです。
受診の際は、予約が必要です。予約方法など、詳しくはお問い合わせください。

早
期
発
見
の
た
め
に
定
期
的
な

健
診（
検
診
）を

　

生
活
習
慣
病
に
は
高
血
圧
や
脂
質
異

常
症
、
糖
尿
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
重
症
に
な
る
ま
で
自
覚
症
状

が
な
く
、
気
づ
か
な
い
ま
ま
放
置
す
る

と
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
、
命
に

関
わ
る
恐
ろ
し
い
疾
患
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
の
発
症
を
予

防
し
、
健
康
に
生
き
る
た
め
に
は
、
健

診
を
受
診
し
、
体
の
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
残
念
な

が
ら
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。「
元
気
だ

か
ら
関
係
な
い
」と
思
っ
て
い
る
方
ほ
ど

要
注
意
で
す
。
病
気
に
な
っ
て「
早
く
受

け
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
」と
後
悔
し
な
い

た
め
に
も
、
積
極
的
に
健
診
を
受
診
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
の
主
な
死
因
の
第
１
位
は「
が

ん
」で
す
が
、
多
く
の
が
ん
は
早
期
で
あ

れ
ば
治
せ
る
可
能
性
が
高
く
、
恐
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
の
た

め
に
も
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

今後の健診・検診日程
会　　　　場　丹南健康福祉センター
受  付  時  間　8:30 ～ 11:30
申し込み方法　�健康課まで電話でお申し込みくだ

さい
申  込  期  限　�申し込み受け付けは各健診（検診）

日の４週間前で終了します。ただ
し、定員になり次第、締め切ること
があります

申し込み・問い合わせ　健康課☎594-1117

日　程 備　考
8月30日（金） マンモグラフィ検査あり（※）
9月20日（金） マンモグラフィ検査あり（※）
10月  8日（火）
11月18日（月）
12月  4日（水） マンモグラフィ検査あり（※）

令和７年  1月31日（金） マンモグラフィ検査あり
2月  8日（土） マンモグラフィ検査あり
2月  9日（日） マンモグラフィ検査あり

（※）は定員に達したためマンモグラフィ検査の受け付けを終了
しました。

市で受診できる健診・検診項目医療機関で受診できる健診・検診項目

健診項目 検査内容 対象者
（令和７年３月31日時点）

受診方法

特定健診 問診・身体計
測・診察・血
圧測定・血液
検査　ほか

国民健康保険に加入してい
る65歳から74歳までの方

誕生日の前月に発送の「特定健康診査受診券」が
届いてから、市内指定医療機関へご予約ください

長寿基本健診 後期高齢者医療制度に加入
している75歳以上の方

「後期高齢者健康診査受診券」が届いてから、市
内指定医療機関へご予約ください

特定（基本）健診 ▪場所　市内指定医療機関　※医療機関についてはお問い合わせください。

がん検診・歯周病検診

検診項目 対象者
（令和７年３月31日時点）

検査内容 医療機関

胃がん検診 51・56・61・66・
71歳 胃内視鏡検査

兵庫医科大学ささやま医療センター☎552-7561
岡本病院☎594-1616 ／小嶋医院☎590-2350
かわいクリニック☎552-0308 ／栖田内科☎552-0338
西井クリニック☎595-0221 ／にしき記念病院☎593-1352

乳がん検診 20歳以上女性

マンモグラフィ
検査

兵庫医科大学ささやま医療センター☎552-7561
かわいクリニック☎552-0308

視触診検査 岡本病院☎594-1616 ／かわいクリニック☎552-0308
西井クリニック☎595-0221

子宮頸がん
検診 20歳以上女性 子宮頚部細胞診 兵庫医科大学ささやま医療センター☎552-7561

タマル産婦人科☎590-1188 ／細見クリニック☎552-6007

歯周病検診 31・41・51・61・
71・76・81歳

歯科検診
歯磨き指導 市内歯科医院

※申し込み方法などについてはお問い合わせください。

健診・検診項目 対象者
（令和７年３月31日時点）

検査内容

特定（基本）健診 国民健康保険に加入している
20歳から64歳までの方

問診、身体計測、診察、血圧測定、
尿検査、血液検査ほか

肺がん検診 20歳以上 胸部X線間接撮影

胃がん検診 35歳以上 胃部X線間接撮影（バリウム検査）

胃がんリスク検診 20歳以上
過去未受診者

血液検査
（ピロリ菌抗体検査、ペプシノゲン検査）

大腸がん検診 20歳以上 便潜血検査

肝炎ウイルス検診 40歳以上
過去未受診者 血液検査（B型肝炎、C型肝炎）

前立腺がん検診 50歳以上男性 血液検査（PSA測定）

乳がん検診 40歳以上女性 マンモグラフィ検査

骨粗しょう症検診 40歳以上女性 超音波踵骨測定

①丹波篠山市国民健康保険加入者　②70歳以上の方（令和７年３月31日現在）
③後期高齢者医療制度加入者　　　④生活保護受給者　　　⑤無料クーポン券対象者

①丹波篠山市国民健康保険加入者　②70歳以上の方（令和7年3月31日現在）
③後期高齢者医療制度加入者　　　④生活保護受給者　　　⑤無料クーポン券対象者

がん検診
無料対象

がん検診
無料対象

東雲診療所所長
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